
今回の取り組みのきっかけは、
『特定薬剤管理指導加算』『特定薬剤管理指導加算』の新設の新設

　今までもきちんと
服薬指導してきたつもり

だが…

危険性の高い薬に対する今までの
服薬管理・指導は問題なかったか？
　

　今回の目的　

その検証のため理解度テストを実施
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方法Ⅰ：対象患者の選定

 ・調剤する機会が最も多く、今後も増加傾向にある。

 ・低血糖状態がひどい場合、死に至る危険性がある。　　

【対象患者】
　　経口糖尿病薬服用患者の中で協力して頂けた１４名の方
　　（平均年齢　75.1 歳、男性９名、女性５名）

【患者の服用薬剤】
　　スルホニル尿素類・速効型インスリン分泌促進薬
　　ビグアナイド類・α-グルコシターゼ阻害薬
　　チアゾリジン誘導体・ＤＰＰ-４阻害薬

なぜなら

今回我々は　　まず　　　　　　　　　　　に限定

ハイリスク薬11領域の薬剤の中でも

糖尿病薬
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方法Ⅱ：理解度テストの実施

薬局におけるハイリスク薬の薬局におけるハイリスク薬の
薬学的管理指導に関する薬学的管理指導に関する

業務ガイドラインをもとに作成業務ガイドラインをもとに作成

Ⅰ（１）糖尿病治療では低血糖が起こることがあります。　
　　　　低血糖という言葉を知っていますか？
　（２）低血糖の症状にはどんな症状がありますか？
　（３）低血糖はどんな時に起こりやすいですか？

Ⅱ（１）あなたが現在服用している糖尿病のお薬は？
　（２）そのお薬はいつ服用していますか？
　（３）お薬を服用し忘れてしまった時は？

Ⅲ（１）シックデイという言葉を知っていますか？
　（２）シックデイ時にはどうしたらよいでしょう？

簡単な
テストを実施

服薬指導時に

低血糖と
対処法

処方内容
服用時間

服用忘れと
対処法

シックデイと
対処法

テスト内容
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手順
①初回にプレテスト
　　　　↓
②指導箋を用いた指導（１回目）
　　　　↓
③指導箋を用いた指導（２回目）
　　　　↓
④初回と同じ内容のテスト

※指導回数は今までの経験から２回必要。
　（約２ヶ月間の間に２回実施）
※指導箋の内容は混乱を招かないよう
　処方医と相談した 。

方法Ⅲ：新指導箋による指導
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方法Ⅴ：新指導方法の評価

　＊新指導法の評価は、ポイント化（Ｐ）し、14名の平均値で検証した。

Ⅰ（１）糖尿病治療では低血糖が起こることがあります。
　　　　低血糖という言葉を知っていますか？　  　知っている…５Ｐ　知らない…０ Ｐ

   （２）低血糖の症状にはどんな症状がありますか？    考えられる症状１つにつき…２Ｐ

　（３）低血糖はどんな時に起こりやすいですか？       考えられる状態１つにつき…２ Ｐ

　（４）低血糖が起こった時にはどうしますか？　　　 正しい対処法１つにつき…２ Ｐ

Ⅱ（１）あなたが現在服用している糖尿病のお薬は？

　　　　　すべて正解…５ Ｐ　　１部のみ正解…２ Ｐ　　不正解…０ Ｐ

　（２）そのお薬はいつ服用していますか？（それぞれの薬について）

　　　　　服薬時間　すべて正解…５ Ｐ　　１部のみ正解…２ Ｐ　　不正解…０Ｐ

　（３）お薬を服用し忘れてしまった時は？（それぞれの薬について）

　　　　　服用忘れ時の対処　すべて正解…５ Ｐ　１部のみ正解…２ Ｐ　不正解…０ Ｐ

Ⅲ（１）シックデイ という言葉を知っていますか？　知っている…５Ｐ　知らない…０ Ｐ

　（２）シックデイ 時にはどうしたらよいでしょう？　　対処法１つにつき…２Ｐ
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結果Ⅰ
　

　

Ｑ：（１）糖尿病治療では低血糖が起こることがあります。
　　　　　低血糖という言葉を知っていますか？
　　（２）低血糖の症状にはどんな症状がありますか？
　　（３）低血糖はどんな時に起こりやすいですか？
　　（４）低血糖が起こった時にはどうしますか？
　　
　　
　　

（Ｐ）

Ａ：

＊指導前は、低血糖という言葉は知っていても、実際に低血糖症状
　を経験した患者が少なく、具体的な症状を理解している人は少な
　かった。指導後は具体的な症状の理解度が増した。
＊低血糖が起こりやすい状況の理解度はあまり変化がなかった。
＊低血糖の対処方法は、服用薬剤により理解度に差があった。

（被験者数１４名）
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結果Ⅱ
　
　

　

Ｑ：（１）あなたが現在服用している糖尿病のお薬は？
　　（２）そのお薬はいつ服用していますか？　　
　　（３）お薬を服用し忘れてしまった時は？　　　

（Ｐ）

Ａ：

＊これまでの繰り返しの服薬指導の結果、対象患者が高齢者であ
　るにもかかわらず糖尿病薬の認識度は高かった。
＊用法・用量は薬剤の写真入りで薬袋に記載してあるので、理解
　度は高かった。
＊指導後、服用忘れ時の対処方法の理解度が増した。

（被験者数１４名）
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結果Ⅲ
　
　

　

Ｑ：（１）シックデイという言葉を知っていますか？
　　（２）シックデイ時にはどうしたらよいでしょう？

（Ｐ）

　Ａ：

＊ガイドラインや患者向け冊子に記載されている「シックデイ」と
　いう言葉は患者に理解されていなかった。指導後も、対象患者が
　高齢患者だったためか、受け入れられなかった。
＊シックデイの対処方法では、対処方法を理解するというより「何
　かあれば医者に行く」という行動パターンが浮き彫りになった。

　（被験者数１４名）
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　低血糖の
　　症状…

？

耳が遠いから、
先生の話はよく
わからなくて…

　何かあれば
医者に行く

から…

別に変わっ
たことはな
いから、薬
だけもらい
に来てるよ

患者さんの声　①

検査の結果？どうだったかな…？

治療に対して消極的
関心が薄い…　　　

お薬を飲ん
でいれば大
丈夫でしょ

う…？
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患者さんの声　②

食直前の薬って飲
み忘れちゃうんだ
よ…食後じゃ駄目

かな？

　いろいろ説明
されても…

難しいから…

　フラフラしたら
ご飯食べればい
いんでしょ？

　今年の夏は暑くて…、汗をかくから
ポカリスウェットばかり飲んでたよ。

服薬指導や、その重
要性があまり理解さ

れていない…
　

薬は本人に任せて
あるから…

（高齢患者の家族）
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 １．症例検討会などで医師と情報を共有し、協力して服薬指導のマニュアル

　　  を作り、指導を統一化。

  ２．糖尿病手帳を確認しながら、患者さんに検査値を意識させる。

  ３．患者に理解して欲しい内容は、いつも目にする藥袋を利用する。

  ４．患者さんを褒める。

  ５．定期的な確認テストの実施。

  ６．病気になる仕組みなどをわかりやすい言葉で説明。

  ７．運動療法や食事療法の支援。

　　　　　　　　　

患者さんやその家族の薬識や病識UP！

　　治療への積極的な参加へ･･･

患者さん及びその家族の薬識や病識を高め
　積極的に治療に参加させる為には…？

具体的な服薬管理指導
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　今回は「特定薬剤管理指導加算」の新設をきっかけとして、ハイリスク
薬に対する今までの服薬管理指導に問題がなかったかを検証した．
　その結果、特に高齢者においては、口頭での指導や配布した患者向けの
冊子、指導箋の内容よりも、毎日目に触れる藥袋に記載されている内容の
方をよく理解していることが分かった．また、服薬管理指導に対しては患
者と薬剤師の間に温度差があり、その理解度にはかなりの個人差があった。
さらに、全体的には治療に対して医師任せになっていることが浮き彫りに
なった．我々はこの結果を謙虚に受け止め、特にハイリスク薬の薬学的管
理指導を充実させる為に、前述した方法を速やかに実践していきたい。

　？！

１２

ハイリスク薬の

薬学的管理指導の充実


